保育所に勤務する栄養士等を対象とした離乳期における食の学びに関する調査 by 池谷 真梨子 et al.
153和洋女子大学紀要　第61集　153－163（2020.03）
【資　料】
保育所に勤務する栄養士等を対象とした 
離乳期における食の学びに関する調査
池谷真梨子、小野友紀、遠藤純子、田中浩二
Research on Learning of Food in Weaning Period for Nutritionists 
Working in Nursery School 
IKEYA Mariko,  ONO Yuki,  ENDO Junko,  and  TANAKA Koji　 
要旨
　乳児保育の重要性が高まり、離乳期における食事援助の質向上が求められている。食事援助の質向上に
は一人一人に応じた丁寧な援助が重要であるが、そのために必要な栄養士等の学びに関する報告はほぼみ
られない。そこで本研究では栄養士等を対象とした質問紙調査を1,321園に実施し（有効回答率37.5%）、
離乳期における食に関する悩みや、養成課程で学んでおきたかったことを調査して課題を検討することを
目的とし、離乳期における食事援助の質向上を目指す。
　調査の結果、離乳食の調理形態の「食材の大きさ・かたさ」について多くの者が悩んでいたが、「食事環境」
については悩んでいる者が少なかった。養成校で学びたかったことでは離乳食の調理形態や食べる機能の
発達についての実践的な学びに関する回答が多かった。離乳期の食に関する悩みと経験年数および離乳食
研修の参加経験との関連についても検討した。「食事環境」について、経験年数との関連はみられなかっ
たが、研修参加との関連が認められ、研修を契機として「食事内容」への視点から、子どもの食べる姿に
目を向けた「食事環境」を意識するようになり、悩むことが推察された。しかし、研修会への参加が困難
な状況も明らかとなった。
　以上により、養成課程において子どもの食べる機能に応じた調理形態の実践的な学び、および食事内容
だけではなく食事の環境設定に関する学びの重要性が示された。加えて現職栄養士等への離乳食に関する
研修会の充実と参加可能な職場環境の構築の必要性が示唆された。
キーワード： nursery school（ 保 育 所 ）、weaning period（ 離 乳 期 ）、nutritionists（ 栄 養 士 ）、training 
course（養成課程）、infant childcare（乳児保育）
１．緒言
平成29年に新保育所保育指針が告示され、乳児保育の重要性が示された1）。乳児保育の重要性が広く認
識されるようになったことから、乳児保育の質が議論されるようになった2）。乳児期、特に母乳以外のも
のを初めて口にする離乳期は人生における食のスタートとして大切な時期であり、離乳期における食事援
助の質向上は子どもの食の基礎を作る上での重要課題である。
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保育所での食事援助は、保育士、栄養士や調理員（以下、「栄養士等」とする）、看護師等の多職種で支
えている。保育士は食事場面で子どもに直接援助をし、栄養士等は食事を提供する立場で、看護師は心身
の発達を支援する立場で支えている。離乳期は食べる機能に関わる発達の個人差も大きいため、多職種が
連携して一人一人の発達に応じたきめ細やかな対応が必要である1）。しかし、現場でそれぞれの立場から
どのように対応をしたらよいか悩む者が少なくない中で、各職種に必要な教育や学びの内容を検討した研
究は少ない3-5）。
本研究では、保育所に勤務する栄養士等の離乳期の学びについて着目する。管理栄養士・栄養士養成施
設におけるカリキュラムについては平成13年に見直しがなされ6）、これを受けて管理栄養士課程では4単
位以上の臨地実習、栄養士課程では1単位以上の校外実習が義務づけられた7）。離乳期を含む乳幼児期の
食について学ぶ教育内容は、管理栄養士養成課程では「応用栄養学」、栄養士養成課程では「栄養と健康」
に含まれており、講義と実習で構成されている。これらの科目ではライフステージ別の栄養管理について
学び、その一部として乳幼児を対象とした内容がある。その学修目標として①新生児期，乳児期の栄養管
理の基本となる生理的・身体的特徴を説明できる、②身体発育曲線を用いた栄養アセスメントができる、
③母乳栄養と人工栄養の特徴について説明できる、④摂食機能の発達と離乳の方法およびその支援につい
て説明でき、離乳食の食事計画・調理と評価ができることがあげられている8）。離乳期に関する学びは決
して多いとは言えず、保育所で勤務する場合、これらの学修内容で十分であるか疑問が残るが、管理栄養
士・栄養士が養成課程で学んだことを踏まえて現場に出たときに、離乳期の食に関してどのようなことに
悩みを抱えているかについての調査は見当たらない。
そこで本研究では、現職栄養士等の離乳期における食に関する悩みや、現場に出て養成課程で学んでお
きたかったと感じていることを把握し、課題を検討することを目的として、離乳期における食事援助の質
向上を目指す。
２．方法
（1）調査対象
調査対象は、2017年6 ～ 7月に各都道府県のホームページから保育所数を算出し、全国保育所数の合
計に対する比率で各都道府県への送付数を決定した。その後、各保育所のホームページで0歳児保育を行っ
ていることの確認できた保育所1,321園を無作為抽出した。方法は無記名自記式質問紙調査を郵送法にて
実施し、送付時期は2017年11月であった。回答者は栄養士または調理従事者の責任者1名とした。
（2）調査項目
調査項目は、①回答者の基本属性、②給食提供状況、③0歳児クラスの食事提供と環境設定（0歳児ク
ラスの食事に関する悩みおよび保育士と話し合う内容、食事提供および食事環境の自己評価）について、
④0歳児クラスの園児との関わり（0歳児クラスの食事場面の観察頻度、食事援助の頻度）について、⑤0
歳児クラスの保育士との関わり（0歳児クラスの保育士と園児の食事状況を話し合う頻度、食に関する計
画立案を話し合う程度、保育士との連携の程度）について、⑥学びの機会（養成校での学びについて、子
どもの食および離乳食に関する研修への参加経験）等についての全30項目とした。
（3）統計解析
本研究では栄養士等の経験年数および研修参加経験と0歳児クラスの食事に関する悩みとの関連につい
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てχ二乗検定を行った。有意水準は両側検定で5％とした。また有意差が認められた項目の残差分析を行
い、関連の傾向を確認した。統計処理はIBM SPSS Statistics 24を用いた。
（4）倫理的配慮
調査票に、①調査の目的、②回答しないことにより不利益が生じないこと、③回答の内容は統計的に処
理をし、保育所や個人が特定されることはないこと、④研究目的以外で使用することがないことを明記し、
回答時に調査協力の同意を得た。なお本研究は、和洋女子大学人を対象とする研究倫理委員会の承認を得
て（承認番号1726）実施した。
３．結果
（1）回収率と属性
返信のあった531通（回収率40.2%）のうち、495通を分析対象とした（有効回答率37.5%）。
対象保育所の設置主体は民設民営269園（54.3％）、公設公営138園（27.9％）、公設民営57園（11.5％）、
であり、運営主体は、社会福祉法人311園（65.3％）、市区町村135園（28.4％）、株式会社11園（2.3％）、
学校法人7園（1.5％）、宗教法人3園（0.6％）、公益法人2園（0.4％）、NPO法人1園（0.2％）、その他6園
（1.3％）であった。
回答者は、女性484名（97.8％）、男性11名（2.2％）であり、年代は20代109名（22.0％）、30代126
名（25.5％）、40代135名（27.3％）、50代111名（22.4％）、60代以上14名（2.8％）であった。資格所
有者（複数所持者を含む）は、栄養士資格294名（59.4%）、調理師免許227名（45.9%）、管理栄養士資
格94名（19.0%）であった。また経験年数は平均13.2±9.1年であった。
3歳児未満児の給食提供状況は、自園調理（直営）450園（91.1％）、自園調理（外部委託）39園（7.9％）、
外部搬入2園（0.4％）、自園＋外部搬入3園（0.6％）であった。3歳児以上児の給食提供状況は、自園調理（直
営）437園（90.5％）、自園調理（外部委託）38園（7.9％）、外部搬入5園（1.0％）、自園＋外部搬入3園
（0.6％）であった。
（2）0歳児クラスの食に関する悩みについて
0歳児クラスの食に関する悩みについて図1に示した。「よく悩む」「ときどき悩む」を合わせた「悩む」
割合が高かった項目は、「食材の大きさ」77.0％、「食材のかたさ」72.3%、「食材の種類」67.8％であった。
一方、「あまり悩まない」「全く悩まない」を合わせた「悩まない」割合が最も高かった項目は、「ミルクの量」
で74.7％、次いで「食事環境」71.2％、「介助方法」66.5％、「食具」60.8％であった。
（3）子どもの食と離乳食に関する研修参加経験
子どもの食と離乳食に関する研修参加経験について図2に示した。子どもの食に関する研修に参加した
ことが「複数回ある」と回答した者が84.6％であったのに対し、離乳食に関する研修に参加したことが「複
数回ある」と回答した者は55.9％であった。さらに離乳食に関する研修に参加したことが「一度もない」
と回答した者は約26％であった。
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よく悩む ときどき悩あまり悩ま全く悩まな悩む 悩まない
食事環境 2.9 25.8 52.1 19.1 28.7 71.2
ミルクの量 3.7 21.6 46.0 28.7 25.3 74.7
食具 4.1 35.2 48.5 12.3 39.3 60.8
介助方法 4.6 28.8 46.5 20.0 33.4 66.5
味付け 11.5 42.7 40.7 5.1 54.2 45.8
調理方法 12.9 42.2 40.8 4.0 55.1 44.8
食材の種類 17.6 50.2 26.5 5.7 67.8 32.2
食材のかたさ 20.4 51.9 24.4 3.2 72.3 27.6
食材の大きさ 20.9 56.1 20.2 2.8 77.0 23.0
図1　0歳児クラスの食事に関して悩むこと
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図２　子どもの食と離乳食に関する研修参加経験
（4）経験年数と0歳児クラスの食に関する悩みとの関連
経験年数と0歳児クラスの食に関する悩みとの関連を検討するため、経験年数の中央値である11年を用
い、11年以内（253名）と12年以上（242名）の2群に分けχ二乗検定を行った。表1に経験年数と0歳児
クラスの食に関する悩みとの関連について示した。その結果、「食材の種類」と「味付け」で有意な関連
が認められた（p＜0.05）。「食材の種類」では、12年以上の者が11年以内の者に比べて有意に「全く悩
まない」が多かった。「味付け」では12年以上の者が11年以内の者に比べて有意に「ときどき悩む」割合
が少ない傾向がみられた。調理形態に関わる「食材の大きさ・かたさ」、「調理方法」や「食事環境」につ
いては経験年数による関連は認められなかった。
（5）離乳食の研修参加経験と0歳児クラスの食に関する悩みとの関連
次に離乳食の研修参加経験と0歳児の食に関する悩みとの関連を確認するために、研修参加無（126名）、
一回参加（91名）、複数回参加（275名）の3群に分けχ二乗検定を行った。表2に離乳食の研修参加経験
と0歳児クラスの食に関する悩みとの関連について示した。「食事環境」の項目でのみ有意な関連が認め
られ（p＜0.05）、研修に複数回参加すると「ときどき悩む」が多くなる傾向がみられた。
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表１　経験年数と0歳児クラスの食に関する悩みとの関連
11 年以内 12 年以上
p
n=253 n=242
食材の種類 よく悩む 52 （20.8） 34 （14.2）
.045*
ときどき悩む 128 （51.2） 118 （49.2）
あまり悩まない 61 （24.4） 69 （28.8）
全く悩まない 9 （03.6） 19 （07.9）
食材の大きさ よく悩む 58 （23.0） 45 （18.6）
.538
ときどき悩む 141 （56.0） 136 （56.2）
あまり悩まない 46 （18.3） 54 （22.3）
全く悩まない 7 （02.8） 7 （02.9）
食材のかたさ よく悩む 55 （21.7） 46 （19.0）
.637
ときどき悩む 134 （53.0） 123 （50.8）
あまり悩まない 56 （22.1） 65 （26.9）
全く悩まない 8 （03.2） 8 （03.3）
調理方法 よく悩む 34 （13.4） 30 （12.4）
.943
ときどき悩む 104 （41.1） 105 （43.4）
あまり悩まない 104 （41.1） 98 （40.5）
全く悩まない 11 （04.3） 9 （03.7）
味付け よく悩む 34 （13.4） 23 （09.5）
.038*
ときどき悩む 119 （47.0） 92 （38.2）
あまり悩まない 88 （34.8） 113 （46.9）
全く悩まない 12 （04.7） 13 （05.4）
ミルクの量 よく悩む 11 （04.5） 6 （02.7）
.674
ときどき悩む 54 （22.3） 46 （20.8）
あまり悩まない 107 （44.2） 106 （48.0）
全く悩まない 70 （28.9） 63 （28.5）
食具 よく悩む 11 （04.4） 9 （03.8）
.688
ときどき悩む 83 （33.1） 89 （37.4）
あまり悩まない 123 （49.0） 114 (47.9）
全く悩まない 34 （13.5） 26 （10.9）
食事環境 よく悩む 7 （02.8） 7 （03.1）
.586
ときどき悩む 60 （24.1） 63 （27.8）
あまり悩まない 129 （51.8） 119 （52.4）
全く悩まない 53 （21.3） 38 （16.7）
介助方法 よく悩む 9 （03.6） 13 （05.7）
.510
ときどき悩む 75 （30.2） 62 （27.3）
あまり悩まない 111 （44.8） 110 （48.5）
全く悩まない 53 （21.4） 42 （18.5）
人数（％）
χ二乗検定による　p* ＜ 0.05　
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表２　離乳食の研修参加経験と0歳児クラスの食に関する悩みとの関連
参加無 一回参加 複数回参加
p
n=126 n=91 n=275
食材の種類 よく悩む 26 （21.0） 20 （22.2） 40 （14.7）
.106
ときどき悩む 66 （53.2） 34 （37.8） 145 （53.1）
あまり悩まない 25 （20.2） 30 （33.3） 74 （27.1）
全く悩まない 7 （05.6） 6 （06.7） 14 （05.1）
食材の大きさ よく悩む 33 （26.4） 15 （16.5） 55 （20.0）
.473
ときどき悩む 68 （54.4） 54 （59.3） 152 （55.3）
あまり悩まない 20 （16.0） 21 （23.1） 59 （21.5）
全く悩まない 4 （03.2） 1 （01.1） 9 （03.3）
食材のかたさ よく悩む 31 （24.6） 14 （15.4） 56 （20.4）
.671
ときどき悩む 59 （46.8） 53 （58.2） 143 （52.0）
あまり悩まない 31 （24.6） 22 （24.2） 67 （24.4）
全く悩まない 5 （04.0） 2 （02.2） 9 （03.3）
調理方法 よく悩む 21 （16.7） 14 （15.4） 29 （10.5）
.293
ときどき悩む 59 （46.8） 33 （36.3） 116 （42.2）
あまり悩まない 42 （33.3） 39 （42.9） 119 （43.3）
全く悩まない 4 （03.2） 5 （05.5） 11 （04.0）
味付け よく悩む 22 （17.6） 10 （11.0） 25 （09.1）
.124
ときどき悩む 53 （42.4） 35 （38.5） 122 （44.4）
あまり悩まない 46 （36.8） 43 （47.3） 110 （40.0）
全く悩まない 4 （03.2） 3 （03.3） 18 （06.5）
ミルクの量 よく悩む 5 （04.4） 4 （04.7） 8 （03.1）
.069
ときどき悩む 18 （15.9） 16 （18.8） 66 （25.2）
あまり悩まない 46 （40.7） 39 （45.9） 126 （48.1）
全く悩まない 44 （38.9） 26 （30.6） 62 （23.7）
食具 よく悩む 4 (03.2） 6 （06.7） 10 （03.7）
.060
ときどき悩む 41 （33.1） 21 （23.6） 109 （39.9）
あまり悩まない 58 （46.8） 50 （56.2） 127 （46.5）
全く悩まない 21 （16.9） 12 （13.5） 27 （09.9）
食事環境 よく悩む 4 （03.3） 2 （02.4） 8 （03.0）
.028*
ときどき悩む 23 （18.9） 21 （24.7） 78 （29.3）
あまり悩まない 60 （49.2） 43 （50.6） 143 （53.8）
全く悩まない 35 （28.7） 19 （22.4） 37 （13.9）
介助方法 よく悩む 6 （04.9） 5 （05.9） 11 （04.2）
.086
ときどき悩む 30 （24.6） 22 （25.9） 85 （32.1）
あまり悩まない 52 （42.6） 37 （43.5） 129 （48.7）
全く悩まない 34 （27.9） 21 （24.7） 40 （15.1）
人数（％）
χ二乗検定による　p* ＜ 0.05
（6）養成課程における学びについて
養成課程における離乳期に関する学びについて、図３に示した。「調理形態」や「食べる機能の発達」
について学んだと思うと回答した者は約５割であったが、「食事場面の環境設定」「食具」「食事介助」に
ついては学んだと思うと回答した者は約２割にすぎなかった。
次に養成課程における乳幼児食の調理実習の経験についての結果を図４に示した。離乳食と幼児食の両
方の調理実習を行ったことのある者は28.6%で3割にも満たなかった。離乳食のみ、幼児食のみを合わせ
ても53.0％であり、約半数の者が実習経験なく現場に出ている可能性が示された。
養成課程で0歳児の食に関して学んでおきたかった内容についての自由記述の結果を表３に示した。【カ
テゴリー】のうち、最も多かった項目は【離乳食】140名、次いで【発達】67名、【食事環境】35名、【援助】
32名、【食の安全】32名であった。各項目の［サブカテゴリー］を見ると、【離乳食】では［調理形態］44名、
［離乳食の進め方］37名、［調理方法］23名、［食材］21名の順で多かった。【発達】では［口腔内の発達］
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41名であり、「食べる機能の発達」をあげている者が多かった。【食事環境】では［食器・食具］21名、【食
の安全】では［食物アレルギー］30名の記述が多かった。表４に養成課程で0歳児の食に関してどのよう
な方法で学びたかったかについての結果を示した。自由記述の中で実習、体験、見学、映像、現場の声を
聞く等、具体的かつ実践的な方法での学びを求めている者が多かった。その中で最も多くあげられた項目
は【実習】の59名であり、内容は「離乳食の調理実習」44名、「保育所実習」11名が多かった。
　
とてもそう思まあまあそあまりそう思全くそう思わない
離乳期の食事介助 2.7 17.8 47.5 32.1
離乳期の食具 2.9 19.9 47.5 29.7
離乳期の食事場面の環境設定 4.5 18.6 43.8 33.2
離乳期の食べる機能の発達 10.9 38.7 31.8 18.6
離乳食の調理形態 10.9 39.5 32.1 17.5
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図3 養成校での離乳期に関する学びについて
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図３　養成課程における離乳期に関する学びについて
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図４　養成課程における乳幼児食の調理実習経験
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表3　養成課程で0歳児の食に関して学んでおきたかった内容
カテゴリー サブカテゴリー 内容
授乳（11） 授乳（11） ミルクと離乳食のバランス（4）、ミルクの量（2）、ミルクのリズム（1）、
ミルクの種類や成分の違い（1）、ミルクのトラブル事例と対処法（1）、
ミルク（1）、離乳について（1）
離乳食（140） 調理形態（44） 調理形態（23）、発達段階に応じた調理形態（14）、大きさ（2）、かた
さ（4）、中期と後期の調理形態の違い（1）
離乳食の進め方（37） 離乳食の進め方（20）、段階の上げ方の目安（13）、段階（3）、離乳食
の開始（1）
調理方法（23） 調理方法（18）、効率のよい調理方法（2）、発達に応じた調理方法（2）、
集団給食における調理方法（1）
食材（21） 段階別に使用できる食材（16）、食材（2）、食材の工夫（1）、食材の
選定（1）、食材のバリエーション（1）
味付け（9） 味付け（5）、段階に合わせた味付け（3）、段階に合った調味料（1）
量（6） 目安量（4）、食べさせてもよい量（2）
間食（4） おやつ（4） おやつのかたさや大きさ（1）、おやつの与え方（1）、おやつのメニュー
（1）、おやつ（1）
援助（32） 食事援助（32） 食事援助の方法（32）
食事環境（35） 食器・食具（21) 食具について（14）、発達に応じた食具（3）、食具の種類・特徴（2）、
食器（2）
環境設定（14） 食事場面の環境設定（14）
発達（67） 口腔内の発達（41） 食べる機能の発達（37）、歯の生える順序（4）、
その他の発達（26） 発達（14）、身体機能の発達（5）、心理面の発達（4）、消化機能の発達（2）、 
味覚の発達（1）
実際の子どもとの関わり（13）食事場面（10） 子どもの食べる様子（10）
その他の場面（3） 子どもとの関わり方（3）
食の安全（32） 食物アレルギー（30） アレルギー対応食（11）、食物アレルギーについて（10）、原因食品の
進め方（4）、食物アレルギー児への対応（4）、初めて食べる食品のチェッ
クリストについて（1）
添加物（2） 添加物を使っていない調味料（1）、添加物（1）
献立（14） 献立作成（9） 多様なレシピ（3）、献立作成（2）、献立作成のポイント（1）、子ども
の発達に合わせた献立作成（1）、子どもの好きなメニュー（1）、行事
食（1）
展開食（5） 離乳食への展開方法（3）、アレルギー食への展開方法（2）
食育（3） 食育（3） 食育（2）、食育計画（1）
個別対応（7） 個人差（3） 発達の個人差（1）、食べる量・ペースの個人差（1）、個人差（1）
個別対応（3） 子ども一人一人に合わせた食事（2）、個別対応（1）
一人一人の大切さ（1） 一人一人の大切さ（1）
配慮が必要な児への対応（8） 配慮が必要な児への対応（8）偏食（3）、乳糖不耐症（1）、小食（1）、便秘（1）、治療食（1）、障害児（1）
連携（13） 保護者との連携（9） 保護者との連携（3）、保護者への説明の仕方（2）、保護者とのコミュ
ニケーション（1）、保護者との話し方（1）、保護者の悩みの対応（1）、
保護者の意識の高め方（1）
保育士との連携（4） 保育士との連携（4）
現場について（3） 現場について（3） 栄養士の仕事（1）、保育所給食（1）、保育所における調理（1）
表4　養成課程で0歳児の食に関してどのような方法で学びたかったか
カテゴリー 内　　容
実習（59） 離乳食の調理実習（44）、保育所実習（11）、食具を使って食べる（2）、
食具を使って学生同士で食べさせ合う（1）、インターン（1）
実践（7） 実践的な学び（3）、実践（2）、実践的な研修（1）、実践経験（1）
体験（4） 実際に子どもに食べさせてみる（4）
見学（4） 保育現場を見る（1）、0 歳児が食べている様子を見る（2）、
実際に提供されている離乳食を見る（1）
映像（3） 実際に子どもが食べている様子の映像（1）、段階を上げるポイントの映像（1）、
写真・ビデオ（1）
現場の声を聞く（2） 保育士から話を聞く（1）、現場の声を聞く（1）
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４．考察
本研究は、保育所に勤務する栄養士等を対象とした質問紙調査を行い、離乳期における食に関する悩み
や養成課程での学びについて調査した。
（1）子どもの食べる機能に応じた調理形態の学びについて
0歳児クラスでは離乳食を提供しており、特に離乳期には一人一人に対応した丁寧な食事援助が重要で
ある。栄養士等は主に食事を提供する立場にあり、保育所は集団で子どもが生活する場であるが、一人一
人の発育・発達状態に応じて離乳食を提供する必要がある。保育士から栄養士に対する要望として「園児
個々の対応をもっと強化してほしい」といった声もあがっており9）、離乳期には月齢区分で食形態が示さ
れているものの10）、栄養士等は子ども一人一人に対応するために、食べる機能に応じた食事を提供するス
キルを身につける必要がある。
栄養士等は養成課程で子どもの食べる機能や調理形態について学んでいるが8）、現職栄養士等の7割以
上の者が調理形態の「食材の大きさ・かたさ」について悩んでおり、さらに経験年数に関わらず悩んでい
る現状が明らかとなった。そして多くの者が養成課程において調理形態についてもっと学びたかったと回
答しており、加えて離乳食の調理実習を経験した者は半数にも満たず、実習での学びの必要性を感じてい
た。
養成課程で離乳食の具体的な調理形態について学ぶ時間は数コマで、決して多くはない。管理栄養士・
栄養士養成施設の「応用栄養学」分野の教員の実践的研究の連携先では学校（小・中・高・大）と地域（自
治体）、対象者ではスポーツ選手が多く、連携先に保育所や幼稚園をあげた教員は管理栄養士養成の教員
は3.7％、栄養士養成の教員は0％であった。そして、対象者を乳幼児としている教員は、管理栄養士養
成の教員は5.6％、栄養士養成の教員では0％であった11）。このように、養成校での離乳食に関する学び
の時間は少なく、乳幼児を対象とした研究をしている教員が担当している可能性は低いため、現場の状況
を踏まえた実践的な学びが厳しい状況にあると言える。しかし、平成28年度養成校卒業者の就職状況を
見ると、児童福祉施設に勤務する者は管理栄養士で10.5％、栄養士で20.0％であり12）、乳幼児の食に携
わる者が管理栄養士養成校卒業者で10人に1人、栄養士養成校卒業者では5人に1人いる現状がある。卒
業後の就職先は様々であり、養成校で保育所栄養士に特化した授業を展開することは難しいが、現場に出
たときに必要な知識・技術をつけて現場に出す使命がある。そのため、保育所栄養士を志望する学生が自
主的に学ぶことができる環境づくりを整えることが必要ではないだろうか。
養成課程で0歳児の食に関して学びたかったことで「発達」が多くあげられていた。自由記述の具体的
な回答では「実際に（子どもが）食べている様子などは見たこともなく、いまいちピンと来なかった」「実
際（子どもが）食べている様子を映像で見るなどできたら良かったと思う」「実際に（子どもが）食べて
いる場面を見て介助に入ってみないと発達について詳しく知る事は難しいと思う」といった内容があげら
れた。食べる機能については、科目のねらいに含まれているものの学びの不十分さを感じている者が多かっ
た。加えて実際の子どもの食べる姿を見る機会がなく、提供した料理がどのように食べられているかを知
らないまま現場に出るので、一人一人の食べる機能に応じた食事提供について悩む栄養士等が少なくない
ことが示唆された。就職前の保育所での実習体験の重要性については報告されており13）、実習で子どもの
食べる姿を実際に見学し、援助体験をすることができればよいが、実習時間や施設も限られており11）、保
育所によっては担当制をとり特定の保育士が援助している場合もあるので、現場で子どもの食べる姿を学
ぶことが困難な場合もある。これより、子どもの食べる姿と合わせながら食べる機能に応じた調理形態に
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ついて学ぶことのできる映像を用いた教材が有効ではないかと考えられた。
（2）食事の環境設定に関する学びについて
現職栄養士等の0歳児の食に関する悩みとして調理形態や調理方法、食材、味付けといった食事内容に
関する悩みは多くあげられたが、「食事環境」や「食具」といった食事の環境設定に関わる悩みは少なかっ
た。栄養士等は「食事内容」だけに意識が向いている傾向にあり、子どもがどのような環境で食べるかに
ついてはあまり悩まない、すなわち栄養士等の職域として考えている者が少ないと推察される。しかし、
子どもが誰とどのような環境で、体調や空腹状態、生活リズム等も考慮した上で食事を提供する必要があ
ると考える。「食事環境」に関しての悩みは経験年数との関連はみられなかったが、離乳食研修の参加経
験との関連がみられ、複数回研修に参加したことのある者は食事環境に悩む割合が高かった。これより、
研修を契機として献立や調理といった「食事内容」への視点から、子どもの食べる姿に目を向けた「食事
環境」を意識するようになり「悩む」ことが推察されたが、約26％の者が離乳食の研修への参加経験が
ない実態も明らかとなった。離乳食の研修そのものが少ないのか、研修はあっても参加することが厳しい
状況であるのかは今後の検討課題である。現場に出てから研修に参加することができない可能性があるの
で、養成課程において食事内容だけでなく、子どもの食べる姿と環境設定までの内容を扱うことができれ
ばよいが、時間や担当教員の専門性を考えると困難な状況であると考えられる。そのため、「食事の環境
設定」についての内容を含めた教材を作成し、学生が自主的に学ぶことができる環境を作ることで、現場
に出たときに保育士や看護師等の多職種と連携して子どもを中心とした食の支援を実践できるのではない
かと考えた。
５．まとめ
本研究では離乳期における食事援助の質向上を目的とし、現職栄養士等を対象とした質問紙調査を実施
した。離乳期における食に関する悩みや、養成課程で学んでおきたかったことを把握し、課題を検討した。
その結果、離乳食の調理形態の「食材の大きさ・かたさ」について多くの者が悩んでいたが、「食事環境」
について悩んでいる者は少なかった。養成校で学びたかったことでは離乳食の調理形態や食べる機能の発
達についての実践的な学びに関する回答が多かった。離乳期の食に関する悩みと経験年数および離乳食研
修の参加経験との関連では、「食事環境」について経験年数との関連はみられなかったが、研修参加との
関連が認められ、研修を契機として「食事内容」から子どもの食べる姿に目を向けた「食事環境」を意識
するようになり悩むことが推察された。しかし、研修会への参加が困難な状況も明らかとなった。
以上より、養成課程において子どもの食べる機能に応じた調理形態の実践的な学び、および食事内容だ
けではなく食事の環境設定に関する学びの重要性が示された。加えて現職栄養士等への離乳食に関する研
修会の充実と参加可能な職場環境の構築の必要性が示唆された。
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